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研究科 専攻 学年 氏　名 研究課題 指導教員

1 神学 神学 後期課程2年 松田　祈
キリスト教社会関与・社会福祉と「霊性」－ドイツ・ミッション
を手掛かりに―

中道　基夫

2 神学 神学 後期課程3年 高木　政臣 回心の実践神学的研究：キリスト教徒になる意味を考える 中道　基夫

3 文学 文化歴史学 後期課程2年 木村　遥
18世紀フランス宮廷における「田園」への憧憬：ハーディ・
ガーディの流入をめぐって

小石　かつら

4 文学 文化歴史学 後期課程3年 藤本　奈七
ドガにおける「動き」表現の進化と広がり―19世紀のテクノ
ロジーと新たな視覚から

河上　繁樹

5 文学 文化歴史学 後期課程2年 栗原　正東 日本近世における修験道系ー山寺院組織の研究 志村　洋

6 文学 文学言語学 後期課程2年 小南　悠
疫病が喚起する文学的想像力ーナサニエル・ホーソーン文
学における疫病表象研究

橋本　安央

7 文学 文化歴史学 後期課程3年 青井　興太郎
カント『実践理性批判』純粋実践理性の弁証論における無
限概念の実存論的意味の解明

榎本　庸男

8 文学 文化歴史学 後期課程2年 張　九龍 明清時代北京の会館について 佐藤　達郎

9 文学 総合心理科学 後期課程3年 西村　友佳 対人印象形成における顔特徴の統合的処理過程の解明 小川　洋和

10 社会学 社会学 後期課程2年 池田　佳代
デジタル・ストーリーテリングのオーディエンスの行動変容
～ニカラグアを事例に

陳　立行

11 社会学 社会学 後期課程3年 松野　靖子
保守主義と戦後日本の保守思想に関する社会学的研究―
排外主義的側面への着目―

荻野　昌弘

12 社会学 社会学 後期課程2年 李　軒羽 中国における現代伝説の総合的研究 島村　恭則

13 社会学 社会学 後期課程3年 山岸　蒼太 視覚障害者のアイデンティティをめぐる社会学的研究 三浦　耕吉郎

14 社会学 社会学 後期課程3年 加藤　仁彦
「生き方の変容」をめぐる社会学的考察―関係性という視
点からのアプローチ―

佐藤　哲彦

15 経済学 経済学 後期課程2年 田代　歩
税財政が家計行動と受益・負担に与える影響に関する分
析

上村　敏之

16 商学 マーケティング 後期課程2年 芝田　有希
音楽の複合的要因が、消費者の意思決定、行動、評価に
与える影響について

須永　努

17 理工学 化学 後期課程3年 戸田　尚吾
電場誘起顕微ラマン分光装置の開発と太陽電池および微
生物燃料電池への応用

重藤　真介

18 理工学 化学 後期課程3年 後藤　玄 優れた触媒特性の発現を目指した3d遷移金属錯体の構築 畠山　琢次

19 理工学 環境・応用化学 後期課程3年 行平　奈央
高効率エネルギー伝達を可能にする光捕集アンテナ系中
のカロテノイドの電子構造の解明

橋本　秀樹

20 理工学 生命医化学 後期課程2年 廣瀬　友衣奈
上皮組織が非対称性を獲得する仕組みに迫る―局所的な
EMTを担う分子の実態解明―

平井　洋平

21 理工学 物理学 後期課程2年 瀧本　幸司 宇宙赤外線背景放射から初代天体を探る研究 松浦　周二

22 理工学 化学 後期課程2年 松本　慎太郎
糖の柔軟化を利用した天然物合成およびミニシクロデキス
トリンの応用

山田　英俊

23 理工学 物理学 後期課程2年 橋本　遼
ソーラー電力セイル搭載する宇宙赤外線背景放射観測装
置の設計

松浦　周二

24 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程2年 手塚　まゆ子 反転授業における教室内相互作用の研究 森本　郁代

25 言語コミュニケーション文化 日本語教育学 後期課程3年 岸本　健太
日本語会話における感謝の仕組みと機能の解明―日本語
教育への応用を目指して―

森本　郁代

以上25名
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